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安定ヨウ素剤

14

16
年
教
育
の
な
か
で
、
各

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け

る
保
育
・
教
育
の
力
点
を
ど
こ
に

置
い
て
い
る
か
。

人
権
、同
和
教
育
の
視
点

か
ら
、教
育
委
員
会
は
町

内
校
園
の
仲
間
づ
く
り
や
学
び
づ

く
り
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

課
題
解
決
を
目
指
す
人
権・同
和

教
育
の
実
践
に
つ
い
て
、校
園
に

対
し
て
指
導
し
て
い
る
の
か
。

保
護
者
か
ら
教
員
の
資
質

に
対
す
る
不
信
の
相
談
事

案
が
あ
っ
た
。
授
業
中
に
教
員
が

一
緒
に
授
業
を
し
て
い
る
教
員
を

中
傷
す
る
場
面
が
あ
り
、
そ
の
様

子
を
見
聞
き
し
た
子
ど
も
が
不
信

感
を
抱
い
た
。
事
案
に
対
す
る
見

解
は
。

町
内
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
状
況
や
対
策

は
。

来
年
度
に
新
設
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
国
の
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

　

胎
児
期
、
乳
幼
児
期
に
お
い
て

は
、
保
護
者
へ
の
支
援
、
啓
発
、

相
談
活
動
を
充
実
し
、
子
ど
も
に

も
保
護
者
に
も
心
地
よ
い
家
庭
環

境
を
創
出
す
る
こ
と
を
重
要
視
し

て
い
る
。

　

幼
児
期
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

が
遊
び
や
体
験
を
通
し
て
感
じ
た

り
、
気
づ
い
た
り
、
分
か
っ
た
り
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
た
力

を
基
に
、
考
え
た
り
、
試
し
た
り
、

工
夫
し
た
り
、
表
現
し
た
り
す
る

活
動
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
び

や
表
現
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
め
ざ

す
。

　

小
学
校
で
は
、
授
業
改
善
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
、
主
体
的

で
対
話
的
な
深
い
学
び
を
繰
り
返

し
、
基
礎
的
読
解
力
を
は
じ
め
と

す
る
教
科
等
の
基
礎
基
本
を
習
得

す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
読
書
の
習
慣
が
確

実
に
定
着
す
る
よ
う
、
入
学
時
か

　

各
校
園
で
実
践
さ
れ
て
い
る
仲

間
づ
く
り
や
学
び
づ
く
り
に
お
い

て
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
自
他
を

大
切
に
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
自
尊

感
情
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

　

人
権
教
育
は
、
教
育
活
動
全
体

を
通
し
て
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ

り
、
人
権
に
関
わ
る
意
図
的
な
教

育
活
動
と
と
も
に
、
教
職
員
の
話

す
言
葉
、
態
度
、
校
園
内
の
人
権

尊
重
の
雰
囲
気
、
環
境
等
に
も
十

分
留
意
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

　

福
祉
課
や
日
常
的
に
子
ど
も
に

接
し
て
い
る
学
校
や
地
域
な
ど
と

連
携
し
、
家
庭
の
状
況
に
つ
い
て

把
握
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家

族
を
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
関
係
機
関
に
お
い
て

相
談
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

少
子
化
問
題
や
児
童
虐
待
、
不

登
校
の
相
談
が
増
え
つ
つ
あ
る
背

景
か
ら
、
児
童
福
祉
法
や
そ
の
他

関
係
法
令
が
整
備
さ
れ
、
子
ど
も

の
視
点
、
子
育
て
当
事
者
の
視
点

に
立
っ
た
政
策
を
専
門
的
に
取
り

組
む
組
織
と
し
て
新
設
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
な
事
案
は
、
子

ど
も
に
対
す
る
指
導
の
観
点
お
よ
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人
権・同
和
教
育
の

指
導
状
況
に
つ
い
て

教
育
効
果
を
高
め
る
最
大

要
因
と
し
て
の
教
員
の
資

質
に
つ
い
て

子
ど
も
の
福
祉
に
つ
い
て

16 年教育の理念はQ

未来を拓く愛荘 16 年
教育について

庁舎等公共施設の
最適配置に関連して

志、夢、希望に向かって意欲的に未来を
切り拓く愛荘っ子を育む

A

未来を拓く　愛荘16年教育

原
発
と
町
民
の

安
心
安
全
の
た
め
の

安
定
ヨ
ウ
素
剤
備
蓄

秦
荘
有
線
放
送
閉
局
と
、

デ
ジ
タ
ル
資
料
の
図
書
館

公
開
は

庁
舎
等
公
共
施
設
の
最
適

配
置
に
関
連
し
て

未
来
を
拓
く
愛
荘
16
年

教
育
に
つ
い
て

15

県
内
市
町
で
原
発
事
故
に

備
え
備
蓄
し
て
い
る
市
町
は

　
本
年
8
月
末
時
点
で
、
全
国
で

再
稼
働
し
て
い
る
原
発
は
、8
基
。

内
福
井
県
内
で
半
数
の
4
基
が
動

い
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
き
、

大
地
震
等
で
原
発
か
ら
放
射
線
物

質
が
放
出
さ
れ
た
場
合
を
想
定
す

る
と
、
果
た
し
て
住
民
の
安
心
安

全
が
担
保
で
き
て
い
る
の
か
、
し

て
い
る
の
か
不
安
で
な
ら
な
い
。

　
そ
の
物
質
に
は
、
甲
状
腺
ガ
ン

を
引
き
起
こ
す
放
射
性
ヨ
ウ
素
が

含
ま
れ
る
。
特
に
40
歳
未
満
の
人

が
、
24
時
間
以
内
に
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
服
用
す
れ
ば
、
90
％
以
上
の

ガ
ン
抑
制
効
果
が
あ
る
。
県
内
19

市
町
で
の
備
蓄
状
況
は
。

秦
荘
有
線
に
は
、
１
，

６
７
０
本
も
の
ア
ナ
ロ
グ

ソ
ー
ス
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
町
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

Ｃ
Ｄ
に
記
録
さ
れ
た
の
は
周
知
の

と
お
り
。
せ
っ
か
く
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
た
貴
重
な
地
域
資
料
を
、
広

く
町
内
外
に
公
開
す
る
の
も
地
域

図
書
館
の
大
き
な
使
命
だ
。

事
業
推
進
の
1
年
数
か
月

の
放
置
と
、
住
民
説
明
会

の
参
加
者
は

　
昨
年
4
月
臨
時
会
で
の
庁
舎
関

連
予
算
8
億
3
千
万
円
余
の
予
算

取
り
下
げ
後
、
１
年
数
か
月
議
会

全
協
で
も
全
く
協
議
提
案
が
な

く
、
町
長
選
で
も
抽
象
的
な
公
約

を
示
し
、
正
面
切
っ
て
庁
舎
統
合

や
、
公
民
館
の
解
体
を
訴
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
思
い

か
ら
か
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
を
放
置
し

て
お
い
た
行
政
運
営
と
、
住
民
説

明
会
で
の
一
般
参
加
者
は
一
会
場

平
均
11
人
と
非
常
に
少
な
い
参
加

者
だ
っ
た
。
そ
の
分
析
は
。

住
民
説
明
会
で
出
さ
れ
た

住
民
不
安
視
3
点
の
解

消
・
対
処
は

①
秦
荘
庁
舎
の
支
所
化
に
当
た

り
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
シ
ス

テ
ム
化

②
警
部
交
番
跡
地
の
駐
車
場
か
ら

の
、
道
路
横
断
の
危
険
性

③
愛
知
川
公
民
館
利
用
者
の
「
愛

の
郷
」
代
替
利
用
の
不
安

「
愛
の
郷
」
を
町
公
民
館・

コ
ミ
セ
ン
に
名
称
変
更
を

本
町
で
の
令
和
5
年
度
か

ら
の
備
蓄
は

　

大
津
市
、
長
浜
市
、
高
島
市
、
彦

根
市
、
近
江
八
幡
市
、
守
山
市
、
米

原
市
、
日
野
町
、
竜
王
町
、
豊
郷
町
、

甲
良
町
、
多
賀
町
の
12
市
町

　

地
域
の
資
料
収
集
は
、
図
書
館

の
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
。
図
書

館
資
料
と
し
て
整
理
・
保
存
し
、

　

自
治
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
、
機

会
あ
る
ご
と
に
住
民
と
直
接
話
し

意
見
を
聞
い
て
き
た
。
事
業
推
進

を
放
置
し
て
い
た
と
の
指
摘
は
当

た
ら
な
い
。
ま
た
、
住
民
説
明
会

へ
の
参
加
に
あ
っ
て
は
、
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
等
で

周
知
し
て
き
た
が
、
な
か
な
か
会

場
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
な

①
秦
荘
庁
舎
を
支
所
と
し
て
し
っ

か
り
機
能
さ
せ
、
移
動
を
強
い
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
進
め
る
。

②
増
築
の
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
横

一
列
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
現
在
の

庁
舎
敷
地
内
で
の
駐
車
場
所
で

の
、安
全
な
駐
車
を
考
え
て
い
る
。

③「
愛
の
郷
」
に
必
要
な
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
改
修
を
進
め
る
。

　

住
民
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
安
心

を
い
た
だ
く
と
い
う
ひ
と
つ
の
ア

イ
デ
ア
を
披
歴
い
た
だ
い
た
。
ご

意
見
と
し
て
賜
っ
て
お
く
。
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「愛の郷」を町公民館・コミセンと
して名称変更を

Q

より安心をいただく　ひとつのアイデアだA
村西　作雄村西　作雄 議員議員 中川喜代和中川喜代和 議員議員

い
の
は
、
今
日
の
世
相
な
の
か
も

し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら

ら
町
立
図
書
館
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等
と
連
携
し
、
継

続
し
た
取
り
組
み
を
行
う
。

　

中
学
校
で
は
、
子
ど
も
が
小
学

校
卒
業
ま
で
に
培
っ
た
主
体
的
な

学
び
の
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
す
。ま
た
、

職
業
体
験
や
様
々
な
人
と
の
出
会

い
等
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
層
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
興
味
、
関
心
等

に
応
じ
、
意
欲
を
高
め
、
や
り
た

い
こ
と
を
深
め
ら
れ
る
学
び
の
提

供
に
努
め
る
。

び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
人
権
の
観
点

か
ら
問
題
が
あ
り
、
重
く
受
け
止

め
る
必
要
が
あ
る
。
事
実
関
係
を

確
認
し
た
後
、
対
象
の
教
員
に
対

し
、
学
校
長
が
主
体
と
な
り
、
再

発
防
止
に
向
け
た
指
導
、
研
修
を

計
画
的
に
行
う
。

可
能
な
範
囲
で
公
開
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

　

住
民
へ
の
周
知
啓
発
や
、
配
布

方
法
等
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十

分
な
ま
ま
で
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

町
で
備
蓄
す
る
こ
と
は
、
万
一
原

子
力
事
故
が
起
き
て
も
、
そ
れ
を

服
用
で
き
る
か
ら
安
心
と
の
誤
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
住
民
に
伝
え

る
事
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
国
が

備
蓄
し
て
い
る
ヨ
ウ
素
剤
を
速
や

か
に
配
布
で
き
る
体
制
が
構
築
さ

れ
て
お
り
、
独
自
の
備
蓄
は
考
え

て
い
な
い
。


